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[はじめに] カーボンナノウォール(CNW)は、数層から百層程度積層したグラフェンが基板に自立

した壁状構造を持つナノ炭素材料である。その特異的な構造から、壁状構造では電気を通し、壁

状構造が成長していないところでは光を通すと考えられるため、CNWは低抵抗かつ高い光透過性

を有することが期待される。しかし、CNWはアモルファスカーボンと考えられる初期堆積層が堆

積した後に壁状構造が成長する。この初期堆積層は光透過を阻害するため、CNWの光透過性を高

めるためには初期堆積層を除去する必要がある。そこで、酸素プラズマ処理による初期堆積層の

除去を目指し、CNWの構造、光透過率ならびに電気伝導度における酸素プラズマ処理の影響につ

いて調べた。 

[実験方法] CNW 試料は、原料ガスに CH4を用いてホットワイヤーCVD 法により、結晶 Si 基板

と溶融石英基板上に作製した。酸素プラズマ処理は、O2ガ

ス（全圧 7Pa）を高周波電力（20W、13.56MHz）により酸

素プラズマを発生させ、カソード側に試料を設置して行っ

た。試料は、走査型電子顕微鏡(SEM)、ラマン分光測定、

可視紫外分光光度計を用いて構造と光透過率を評価した。

また、真空蒸着法によって Au/Al ギャップ電極を形成し、

電気伝導度も評価した。 

[結果と考察] 図 1 は、結晶 Si 基板に製膜した CNW 試料

に酸素プラズマ処理を行った際の処理時間に対する波長

2000nmにおける光透過率と、ラマン散乱スペクトルにおけ

る Siピーク(520cm-1付近)とGピーク(1580cm-1付近)の強度

比の変化を示している。図 1 から、酸素プラズマ処理によ

り光透過率が増加していることが分かる。また、処理時間

3分以上で ISi/IGが大きく増加していることが分かる。これ

は酸素プラズマにより初期堆積層がエッチングされ、結晶

Si 基板からの信号が増加したためだと考えられる。また、

図 2 は、溶融石英基板に製膜した CNW 試料に酸素プラズ

マ処理を行った際の処理時間に対する電気伝導度の変化を

示しており、酸素プラズマ処理を行うことで電気伝導度が

低下することが分かった。 

詳細は、他の結果も含めて、当日報告する。 

Fig.1 Dependence of optical 

transmittance at wavelength of 

2000nm and ISi/IG of CNW on 

oxygen plasma treatment time 

Fig.2 Dependence of conductivity 

of CNW on oxygen plasma 

treatment time 
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